



















































































































































































































































































































































































ムード 1 2 1
雰囲気 338 19 8
なご（和）やかな 険悪な 嫌な
ムード 106 42 163
雰囲気 726 72 112
─ 56 ─
学習院女子大学　紀要　第15号
のる意義関係の詳細については別項を期さなければならないが、そもそも「空気」
は対象に「場」しかとれないという点で、「ムード」「雰囲気」と大きく異なる。す
なわち、「この場の空気」とは言えても、「太郎の空気」のような対象が人間等であ
る場合にはまったく成り立たない。また、「空気を読む
0 0
」という言い方が多用される
ことからもわかるように、あくまで理知的に把握される性質のものであることがう
かがわれる。ちなみに、「ムードを読む」という言い方はあまり自然には感じられな
いことから、この点でも外来語「ムード」とは性格が異なるようである。
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